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lB-31) 発症早期の脳辛小片麻噂に対する治療

的電気刺激 Ul'ES)
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脳卒中片麻噂では,筋の寝縮 ･短縮や関節拘縮および

末櫓神経LT)樽根的傷害がしばしばり-ビ日の障害囚-(.と

なる.今回我々は経夜的埋込電極を用いた治療的電気刺

激 汀1下 Tl･.IS)を適用し.そL'T)適応となる病態 ･適用

時期等を検討した.脳内LLi･･･JJ血および脳梗塞 (1例は髄膜

腫桁後)LT)lO症例12肢に対して,桂皮的埋め込Lも電極を

別人留際し.ポー-P'ZブJL･刺激装置 (日本電気三栄製 FES-

MATE123O)を用いて 1日60-120分の TESを最低2

I,一月行った.効果半り定法として12段階片麻埠 Gmding･

徒手庫縮評価 ･動作筋電図･CT ;こよる筋 ＼.lPOlume測

定在とを行った.10症例の内L:l例は発症 1十FH､1内.'ニ1T̂S
を開始 した早朋例.残る6例はJF早期例.Lf】一切 TES

例と讃臣早期例の結果より次のことが貰えた.1)発症早

期からの TESは上肢屈筋群や下肢抗魔力鷹の痩綿を

即Jj･軽減し,片麻噂の機能回復を補助する効果がある

と考えられた.2)発症早期から不全麻痔で,中枢神経

系の可塑的変化によ←_,て機能回復する可能性の高い症例

には.横棒的に TESを検討すべきである.31発症コ

ケf]iこし上二経過 した症例には,痩縞の軽減左上に目的を絞

るべきである.

2A一一･･･11Wrapping後長期間を経て新生した

と思われる内頚動脈噛L')手術
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脳動脈癖の新生に関する報告は散見されるが,その原

田は不明な場合も多く,血管写上診断できない徴小動脈

癖の増大の可能性も考えられよう.我利ま初回,oph血ahic

alleurySm に対して wrappingが行われ 15年日に近

傍(I)内頚動脈に動脈痛があ1､-'たに発見された例を経験 し

た.初回動脈癖iこよる築き管と手術に関して VTR にて

提示したい.症例は59才の女性で,頭痛.不眠で来院し

た.MRlにて動脈癖様の所見を得て,血管撮影を施行

した.前回勉澄した動脈癖のサイズは変わらなかったが,

ICADorsalと_IC-PCjLInCtionに新たな動脈痛が診断

された.しかし,動脈痛の破裂の情報はなかった.束破

裂動脈癒く･こ対して手術が行われた.頚部頚動脈を先ず確

保し.左前頭側頭開頭を行つたが,癒着が強く,MCAは

spheno.idalridgeに,ICA は ant.Clinoid周辺の硬

操に癒嵐 固定され 術野LT)展開を妨げた.wTaPPing材

料の筋肉片は筋膜成骨のみ残り,アロソアルファは断片

的iこ残っていたが.補強硬化はなし､と思われた.特に術

野の背面は粗であった.動脈痛自体は wrapI.)ing材料

をこ覆われておらず,破裂の可能性が十分認められた.頚

動脈遮断を加えで慎蚤i二間囲LJ)剥離をし.clippingを

行-∫.,た.ophthこ11mican.は無処置で終わ1-/､た.癒着LT)

強い部位をこ出来た動脈癖の手術を提示する.

2A-2)内頚動脈 Kissinganeurysm の 1T･･
術例
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内頚動脈背側部動脈療 (IC-dorsal)と内頚動脈後交

通動脈分岐部動脈癒 し1CPC)(')内頚動脈 kissinganeu-

rysm (/')1手術例を経験 したのでど::;:十で供覧する.症

例は59歳女性.既往し･t:して高血圧'TT'り.H6.9.6夜突

然頭痛,噴気で発症.翌日前医を受診し腰髄穿刺にて血

性髄液が証明され SA_H として当村紹[卜とな--､た.CT

上 Sjll･iの所見は---かめなか一､たが､神経学的に項部

硬直を認めた.脳血管撮影の結風 霜内頚動脈に2つの

相接する脳動脈癌を認めた.1-lは ICPCで下方に伸

びる blebがあり,1つは lC--dot･salと思われた.同

日,頚部で頚動脈を確保しての右前頭側頭開頭を行った.

は完全iこ別I･1ていた.とちとL--も neckが domec')陰で

見えないたれ 急速頚動脈直接穿刺法によるretrograde

suctiondecommpression法を行い d()meを虚脱化し

た上で両者の neck剥離き処置を行った.このような

ウ1'7L'の動脈噂は稀であるが.手術に際しては suction

decommpression法が必須の手技と思われた.


